
        

先
日
の
法
幢
院
だ
よ
り
第
三
号
に
も
記

し
ま
し
た
通
り
、
再
来
年
の
秋
に
晋
山
結
制

の
法
会
を
修
行
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
と
併
せ
、
記
念
事
業
と

し
て
「
参
道
及
び
駐
車
場
の
整
備
」「
畳
替

え
」
「
禅
堂
ト
イ
レ
改
修
工
事
」
を
す
る
事

が
役
員
会
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 

檀
信
徒
の
皆
様
方
に
寺
を
広
く
有
効
利

用
し
て
い
た
だ
く
為
、
右
記
の
よ
う
な
整

備
・
改
修
工
事
を
計
画
い
た
し
ま
し
た
。
今

ま
で
通
り
年
回
法
要
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

葬
儀
・
告
別
式
に
も
自
宅
葬
同
様
に
本
堂
・

書
院
・
禅
堂
を
使
用
し
て
い
た
だ
く
事
を
考

え
て
お
り
ま
す
。 

 

以
上
趣
旨
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
ご
賛

助
と
ご
協
力
を
賜
り
た
く
、
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

 
 

    

        

水
田
の
跡
地
を
利
用
し
、
四
十
台
程
の
駐

車
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
で
き
る
よ
う
整
備
。 

                    

               

畳
表
の
変
色
や
、
い
草
の
表
皮
の
剥
離
・

ほ
つ
れ
等
が
あ
る
本
堂
・
書
院
・
禅
堂
の
畳

を
新
し
く
入
れ
替
え
ま
す
。 

            

   

坐
禅
会
・
初
七
日
等
で
快
適
・
安
全
に
ト

イ
レ
を
使
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
改
修
。 

 

ト
イ
レ
全
体
の
段
差
を
無
く
し
、
男
性
用

便
器
を
新
し
く
し
ま
す
。 

女
性
用
ト
イ
レ
は
便
器
の
向
き
を
変
え
、

便
器
を
新
し
く
し
、手
す
り
を
設
置
し
ま
す
。 
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参
道
及
び
駐
車
場
の
整
備 

 

 

 

畳
替
え 

…の部分、2枚の水田跡地を整備します。 

今ある段差を緩やかな傾斜に整地し、 

なるべく広い駐車スペースを作ります。 

…の部分を参道として拡幅します。 

階段をなくし、市道までの道を 

無理のない傾斜にします。 

ない 

…の部分を取り壊し、表参道の出入り口を

拡幅し、車の出入りがしやすいよう整備。 

本堂では、畳下の床が一部沈んでいるため、 

併せて補修します。 

禅
堂
ト
イ
レ
改
修
工
事 

 

 
 

神
金
・
大
藤
・
玉
宮
地
区
の
檀
信
徒
の
皆
様

宅
に
、
十
月
上
旬
よ
り
役
員
が
浄
財
の
お
願
い

に
伺
う
予
定
で
す
。 

ま
た
こ
の
地
区
以
外
の
檀
信
徒
の
皆
様
方

に
は
浄
財
の
お
願
い
を
郵
送
に
て
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

…の約 10㎝ある 

段差を無くします。 

男性用トイレ 女性用トイレ 

 

以
上
が
記
念
事
業
工
事
の
概
要
に
な
り

ま
す
。
檀
信
徒
の
皆
様
方
の
お
力
添
え
を
い

た
だ
き
、
こ
の
一
大
事
業
を
大
成
さ
せ
た
い

と
願
っ
て
お
り
ま
す
。 


